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Abstract 

Medium-to coarse-grained biotite granite originating from Sweden was used as a commemo-

rative stone to mark the Nobel Prize in Chemistry， 2001， awarded to Professor Ryoji Noyori of 
Nagoya University. The ages of zircon grains from this Swedish red granite were determined 

using CHIME (Chemical Th-U-total Pb isochron method). 

Euhedral zircon grains give an early Proterozoic age of 1860 :!: 50 Ma， whereas one zircon grain 

gives an exceptionally old age of 3980 :!: 360 Ma for the core， although its significance is unclear. 

1.はじめに

野依良治名古屋大学教授の2001年ノーベル化学賞受賞を記念した植樹と碑の除幕式が、 2001年12月

28日に名古屋大学で行われた。次世代の若者に「明日は野依先生のようになろう」、そういう気持ちで

がんばってほしいという趣旨から、記念樹にはヒノキ科常緑樹のアスナロが選ばれた。アスナロの横に

は野依さんの研究フィロソフィーである 「研究は瑞々しく 単純明快に」の文字(野依さんの直筆)が彫

られた縦75cm、横100cm、高さ90cmの記念碑が設置された(図1)0 記念碑は野依さんの研究を代表

するBINAP触媒のベンゼン環を模して六角形に成型されている O この記念碑の岩石としてノーベルの

故郷であるスウェーデン産の御影石が選ばれた。

周知のように、石材としてよく使われる御影石の名前は六甲山麓の神戸市御影に由来する。野依さん

の生誕地は御影のすぐ近くで、少年時代を御影石の上で過ごしたと言っても過言ではなく、小論のタイ

トルには花両岩の別称である御影石を使用した。

2.記念碑の花闘岩

記念碑に使われた赤色の花両岩は、スウェーデンの首都ストックホルムの南南西約250kmにあるフ

リヴイツク (Flivik)という町の石切場から切り出されたものである。この付近はいわゆるスヴ、エコフェ

ニアン造山帯 (SvecofennianOrogen)に属する原生代の岩石が広く分布している。その一つがエスポ

花岡岩 (Aspogranite)と呼ばれる中粒~粗粒の黒雲母花両岩 (Eliasson，1993)で、野外ではピンク

がかった赤色~灰色をしているが研磨面では赤褐色となる。花両岩の赤い色は微粒の鉄鉱物を含むカ

リ長石や斜長石に起因すると考えられている (Eliasson，1993)。
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